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　土曜日、日曜日、祝日に開催している主催行事
「ミニイベント」コロナも落ち着いて、森の見ど
ころを紹介する企画が復活しました。
　ミニイベントの内容は、水槽コーナーの魚たち
を紹介するパネルシアター「みんなでお魚さが
し」。飛び出す絵本「お魚さん　こんにちは」と、
季節に応じたミニガイドツアーを主に午前２回、
午後２回開催しています。どの内容も体験無料で、
開催時間は５分～１５分程度。毎回たくさんのご
家族、親子が参加しています。
　秋のミニガイドツアーでは、森で見つかるドン
グリ「クヌギ」「コナラ」「シラカシ」のドングリ
を紹介しました。実際に落ちている場所に行って、
特徴を知って触る体験と工作で、ドングリ拾いを
しながら帽子（殻斗）も一緒に拾うとドングリの
種類が判定できること、観察の森ではタヌキやカ
ケス（冬鳥）がドングリを食べていること、など
をガイドしました。

　工作「森のケーキ屋さん　ドングリケーキを作
ろう」は、拾って集めたシラカシのドングリを厚
紙にボンドで貼ってケーキを作りました。小さな
子ども達も、パティシエになった気分で上手にド
ングリを並べ、枝や落ち葉も飾って自分だけの
ケーキを作っていました。これからも季節の見ど
ころを子ども目線で分かりやすく楽しく伝えられ
るように精進してまいります。

牛久自然観察の森　指定管理者事業
行事企画「ミニイベント」報告

金久由美

ドングリを見分ける ドングリのクラフト
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事務局からのお知らせ

　牛久自然観察の森に隣接する牛久市結束町の 「みどりの保全区」 で行っている森林

維持管理作業 「エコアップ作戦」 では、 地域の皆さんの協力のもと、 下草刈りや除間

伐、 風倒木の処理等を行っています。

　秋から冬にかけては、 市道に面した雑木林の下草刈りが順調に終わり、 降り積もった

落ち葉とクヌギ、 コナラの林が見事な景観と自画自賛、 メンバー達と達成感を感じなが

ら冬の作業を進めています。 現在は観察の森駐車場の向かいの杉林を中心に作業を

進めているところです。

　２月、 ３月は下記の通り４回の実施を予定しております。 雑木林の景観維持へのご協

力を引き続き宜しくお願いいたします。

活 動 日 ： ２月８日 （木） ２２日 （木）、 ３月１４日 （木）、 ２８日 （木）

時　　　間 ： ９時〜１１時

集合場所 ： ネイチャーセンター 横の倉庫前

参加希望の方は ： 活動日の１週間前までに事務局までご連絡ください。

結束町みどりの保全区

「エコアップ」作戦参加者募集のお知らせ

プロジェクト活動報告

活動の様子

活動場所の景観 （雑木林） 活動風景 （保全区 ： 観察の森第一駐車場向かいの杉林）

雑木林応援隊

「炭焼き活動報告」

竹越 敏雄

　昨年は、 異常気象というか、 夏の暑い気候か

ら秋が短く、 我が家のもみじも緑の葉と紅葉の葉

が入り混じったまま落葉し、 一気に寒い冬が来た

感じです。我が応援隊も冬の作業が始まりました。

◇１１月第一週の作業は、つる籠作りと炭焼き

　１０月に行う予定だったつる籠は、 雨で活動が

中止となり、 １ヶ月遅れで実施。 　当日は２班に

分かれての作業。 「つる籠」 班は９月に採取した

つるで、 籠編み。 　「炭焼き」 班は、 昨年３月に

焼いた炭の窯出し、 ７ヶ月振りの炭出しです。 窯

を一部補修してから焼き上げのタイミングが少し変

わりましたが、 立派な竹炭が焼けました。

　その後、 新たな炭材を窯に詰め込み、 午前中

には火を入れる。 炭焼きの始まりです。 今日、

明日と連日、 火を入れ、 窯の温度を上げていく。

　夕方３時ごろ夜伽の木を窯口に設置して本日作

業は終了。 翌日、 早朝より再び火を入れ火の番。

　１時半頃焚口をレンガ一個分に窄め一時帰宅。

　夕方５時頃、 再び訪れ最終の窯閉じを行い今

回の炭焼きは終了。 次回の窯出しを楽しみに！

神垂をつけて完成した手作りの牛蒡注連

炭窯の高さに合わせて切り揃える

◇１１月第三週の作業は、炭材切だし

　ムジナの里へ炭材用に孟宗竹を切り出し。 同

時に穂先や先の細い竹は粉砕機に掛け、 細かく

して竹林に敷き詰めました。 その後、 梅林奥の

炭屋横に運び作業は終了

◇１２月第一週の作業は、炭材切り・他

　作業は、 真竹を炭窯の高さに合わせ３５cm 長

さに切り揃え入れ易い大きさに束ねる。 隊員の

皆さんは、 手慣れた作業で、 竹を裁断そして、

纏める作業を１時間位で終えました。 　他に、

水道栓の流し台補修。 経年劣化で底にひび割

れが発生。 補修を実施。 又、 新年に向け、 し

め縄用の藁が手に入ったので、 炭窯に飾る牛蒡

注連 ( ごぼうじめ ) を作りました。 「縄を綯う」 編

む所から始まり、 隊員の中には、 こうして縄は編

むんだと感心する人もいたりして、 立派な飾りも

のが完成。 次回活動日に飾る予定です。

◇１２月第３週の作業は、炭出しと詰込み

　年明けの第１週に火入れ式をして、 ２０２４年最

初の炭焼きが始まります。 その準備として、 新

たな炭材を炭窯に詰め、 火入れ式後の炭焼き。

其の他、 炭屋の廻りの清掃や整理をして、 新な

新年を迎える準備。 そして、 手作りの牛蒡注連

( ごぼうじめ ) に紙垂を付けて炭屋に飾り２０２３年

の作業は締めくくり、 来年度も健康で楽しく、 作

業が出来きるよう祈りつつ、 今年の作業は終了

しました。
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プロジェクト活動報告
里山植物リサーチ

「 ５ 年 間 の 活 動 概 要 」
秋山 侃

　このプロジェクトは、 令和元年 (2019 年 ) から３年間の

予定でスタートしましたが、 途中、 感染症コロナウィル

スの世界的蔓延で、 十分な調査活動ができなくなり、

2021 年終了の予定を 2 年間延長し、 2023 年度 （2024

年 3 月） までとした経緯があります。 このため、 2021

年から年間の植物調査回数や参加者数をそれまでの半

数に減らすなど、 限られた条件のもと実施いたしました。

　このプロジェクトでは、 牛久沼の東側に位置する牛久

城の跡地、 「城中」 という約 1km×1.5km の植物相を

調べ、 植生と生育環境のかかわりを調べました。 なぜ

なら城中は狭い範囲に急峻な斜面や湿潤な湿地植生、

森林や草地、 開発の進んだ住宅地や田畑などがコン

パクトに配置された地域で、 市民が植物と環境の関係

を理解するうえで適した場所と言えます。 本活動報告

ではこれまでに解析中の概要について述べ、 次号以

降でさらに詳細な解析結果を紹介する予定です。

調査活動の内容：

　この 5 年間の活動目標は、①上記プロジェクトを通じ

て、 開発の進む都市環境の中で、 いかに植物を知り、

快適な自然環境を維持保全していくかを考える手段と材

料を提供することです。②その具体的な成果として、 城

中を植物探索のコースとして使っていただくための案内

マップ作りを行っています。 これについては後日ご案内

いたします。 さらに③市の協力を得て、 市のバスを使っ

て市民の研修や見学を行ってきました。 この内容につ

いては毎回 「さとやま」 で報告をしてきました。

また、④前回のプロジェクトで取り上げた 「牛久の希少

植物」 について 「広報うしく」 に 34 回にわたって連載

してきました。 これにはプロジェクトメンバーが総出で担

当してきました。 今日はこれらのうち、①についてのみ

ご報告します。

調査方法と結果：

　2019 年春、 牛久自然観察の森と牛久市建設部都市

計画課を通じて、 植物の生育と環境の関係に関心を持

つ市民ボランティアを募り、 14 名の方に応じて頂きまし

た。 この方たちと春から秋までの 7 か月間、 月 2 回程

度の植生調査を行いました。 調査地はあらかじめ域内

の植物生育環境を 10 ほどに類別し、 そこの植生を春と

秋に調べる予定でしたが、 コロナの為、 年 2 回調

査を行ったのは最初の 2 年で、 後の 3 年は春と秋

が年次をまたいでの調査になりました。 類型化した

生育環境を、 光条件と土壌水分によって区分して

みました。 図はその概念図です。

　田畑や水辺は両方の環境に恵まれた立地に位置し

ています。 主に光が生育抑制に働いている環境とし

ては森林や竹林がここに入ります。 一方、 斜面林な

どは光も水も限られていることが分かります。 道路や

公園 （荒地） などは定期的に行われる草刈りのため、

始終攪乱されています。

　調査は生育環境ごとにメンバーが植物の調査を行

い、 木本植物、 シダ植物、 草本植物別に出現植物

名を記載していきます ( 写真参照 )。 表は調査回次

ごとに何度も記録される植物名を調査会ごとに整理

し、 さらに 1 年ごとにまとめました （表 中段部）。 最

初の 3 年間は、 参加者は平均 12 名程度でしたが、

後半 2 年間はコロナの影響で 8 人程度になりました。

　ここで記録された出現植物の延数は最初の 2 年間

は 2000 種を超え、 重複を整理した結果、 正味数は

500 種を超えました。 現在、 植物名の確認、 栽培 ・

植栽植物の除外などの作業が進行中で、 表の数値

はまだ変更する予定です。 今のところ、 5 年間の調

査結果を総まとめした全出現植物延数は 6700 種を

越しました。 正味数として木本は 130 種、シダ 43 種。

草本 511 種となり、 総計 684 種が記載されました （表右

端）。 この中には多数の希少植物が含まれます。 現在、

牛久市で登録する希少植物のうち、 54 種 （正味数の

8.0％｝ が含まれました、 一方、 外来種は 129 種 （正味

数の 18.4％） におよびました。 希少種は森林に多く、

外来種は荒れ地 （路端、 攪乱地） に多いこともわかりま

した。

図 ：植物成育環境の類型化概念図
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資料の保存と配布：

　これらの結果は、 5 年間の各調査 43 回における出現

全植物の （木本、 シダ植物、 草本別） を統合したリスト

（延べ数）、 各年度における正味出現植物のリスト （正味

数）、 そして 5 年間の出現植物種名 （正味数） リストとし

て、 牛久市役所都市計画課と牛久自然観察の森に 2 冊

ずつ保存用として寄贈しています。 また、 一般市民向け

城中植物探索周遊 A3 折り畳みマップ （現在作成中） で

は７つの推薦ルートを写真解説付きで紹介しています。

これは市役所、 自然観察の森で自由に配布する予定で

す。 散策の折りにお使いください。
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